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農業土木学会選書 

17.機能保全における性能設計入門 

2008 年 2 月発行  A5 版 207 ページ 
機能保全における性能設計入門編集委員会編

（委員長：野中資博島根大学教授）

目次

第１章 性能設計の現状

第 2 章 信頼性の照査 
（部分安全係数法、信頼性設計法、感度係数等）

第 3 章 安全性の照査 
（限界状態設計法、安全性の照査、終局限界状態の照査例等）

第 4 章 使用性の照査 
（使用限界状態の検討、断面力および応力度、曲げひび割れ）

第 5 章 耐久性の照査 
（長期構造性能の照査、耐久性設計）

第 6 章 機能保全 
（機能保全、機能診断）

第 7 章 施工および補修・補強 
（RC 開水路の施工、RC 開水路の補修・補強） 

＜内容例＞
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地域環境工学シリーズ 

1.豊かで美しい地球環境をつくる－地域環境工学概論－

1995 年 4 月発行  A5 版 224 ページ 
地域環境工学概論編集委員会編著

（委員長：田渕俊雄東京大学教授）

目次

Ⅰ．地域環境工学の誕生

Ⅱ．地域環境工学への道のり

（はじめに、環境をどうとらえたらよいか、工業化社会がつ

くりだしたもの－近代農業土木学と農村－、地域環境工学

がめざすもの－環境を軸とした学の展開）

Ⅲ．地域環境工学を形づくるもの

（地域を計画する、大地を拓き活用する、水を治め活用する

農村を美しく快適に、自然環境との調和をめざした地域の

環境と管理）

Ⅳ．21 世紀への発展 
（はじめに、21 世紀への潮流、21 世紀への展開、おわりに）

＜内容例＞
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地域環境工学シリーズ 

2.人と自然の水環境をめざして－水環境工学－

1996 年 3 月発行  A5 版 200 ページ 
水環境工学編集委員会編著

（委員長：高橋強京都大学教授）

目次

Ⅰ．自然と人と水環境

 （人間生活と水環境、人間活動による水環境の変化等）

Ⅱ．水辺空間の保全と再生

 （水辺生態系の調査、計画・設計、住民参加と維持管理）

Ⅲ．地域環境と水質保全

 （水質環境の現状と動向、水質保全対策の考え方等）

Ⅳ．排水処理による水質保全

 （排水処理計画、汚水処理、循環再利用、維持管理）

Ⅴ．地域の水管理と水環境

 （農業による水環境の形成、農業水管理による水環境の保全）

Ⅵ．世界の水環境と地球環境問題

 （世界の農業と水環境問題、地球規模の水環境の変化）

Ⅶ．人と自然の共生をめざして

（地球環境時代の水問題、水環境の保全と再生に向けて）

＜内容例＞
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地域環境工学シリーズ 

3.人と自然にやさしい地域マネージメント－地域環境管理工学－

1997 年 3 月発行  A5 版 195 ページ 
地域環境管理工学編集委員会編著

（委員長：三野徹岡山大学教授）

目次

Ⅰ．地域環境の管理と工学

Ⅱ．土地利用計画と農村地域の環境管理

 （土地利用に関する計画、農村地域の環境管理等）

Ⅲ．集水域の環境保全と水資源管理

 （地域の水文環境、流域の水循環機構、水保全機能等）

Ⅳ．地域物質循環系とその再構築

 （水質・大気環境の管理、自然の水質浄化能等）

Ⅴ．環境モニタリングと環境情報解析・評価

 （環境情報の今日的重要性、リモートセンシング技術等）

Ⅵ．事業制度による環境保全・整備の取組み

 （生産環境整備、生活環境整備、生態系の保全開発等）

Ⅶ．地球環境保全と農業土木技術

 （地球環境保全問題、地球環境保全と農業農村整備等）

Ⅷ．環境管理と経済社会システム

（人間活動と環境、環境管理と経済、環境管理と社会等）

＜内容例＞
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地域環境工学シリーズ 

4.清らかな水のためのサイエンス－水質環境学－

1998 年 3 月発行  A5 版 207 ページ 
水質環境学編集委員会著

（委員長：田渕俊雄日本学術会議会員）

目次

Ⅰ．清らかな水のための序章

Ⅱ．水質環境の現状

 （河川の水質、湖沼の水質、農業用水とため池の水質環境等）

Ⅲ．水質の変動現象

 （水質変動を引き起こす要因、自浄作用と自濁作用等）

Ⅳ．水質調査および水質分析

 （調査計画の立て方、現地測定と採水、水質分析法等）

Ⅴ．集水域の水質環境－栄養塩類の挙動－

 （発生源、点源、面源、自然浄化、窒素・リンの流れ等）

Ⅵ．水質環境の解析とモデル

 （汚濁物質の流れとモデルの構成、モデルの種類と特徴等）

Ⅶ．生態系モデルによる水質環境解析

 （湖沼や貯水池の水質特性、生態系モデルの構成と定式化等）

Ⅷ．広域水質環境をめぐる課題

（農業農村整備事業と水質環境、湖沼水質保全計画の作成等）

＜内容例＞
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地域環境工学シリーズ 

5.豊かな土づくりをめざして－環境土壌学－

1998 年 3 月発行  A5 版 186 ページ 
環境土壌学編集委員会編著

（委員長：岩田進午(財)日本農業研究所） 

目次

Ⅰ．食糧と土

Ⅱ．土とはなにか－土を知る

 （土の生成、土の固相と土構造、土の中の水、土中空気等）

Ⅲ．ゆっくりと確実に変化する土

 （気候と土、土と植生、河川地形と土、火山、水田と畑等）

Ⅳ．健やかな土をつくる

 （土づくり、土壌改良、土層改良、灌漑と排水等）

Ⅴ．地球環境と土

 （土の劣化、湿原と泥炭、現代農業）

Ⅵ．理想の土

（持続可能な農業のための土、収量を安定的・持続的に保つ

土等）

＜内容例＞



7 

地域環境工学シリーズ 

6.農業と環境の調和をめざして－欧米の農村環境整備－

2001 年 7 月発行  A5 版 219 ページ 
欧米の農村環境整備編集委員会編著

（委員長：佐藤洋平東京大学教授）

目次

Ⅰ．総合的管理をめざす農村環境整備

 （地域計画制度ならびに農村環境整備制度の近年の展開等）

Ⅱ．ヨーロッパにおける農村環境整備

（EU、イギリス、フランス、ドイツ、オランダ） 

Ⅲ．アメリカ合衆国における農村環境整備

 （農村と農業、地域政策と環境政策、水資源の開発と管理等）

Ⅳ．国際機関における農村環境整備

（OECD、FAO、欧州評議会） 

Ⅴ．参考資料

（主要農業統計、行政組織、地方行政制度、大学・研究機関）

＜内容例＞
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地域環境工学シリーズ 

7.地域に根づく”開発”とは：国際協力の現場から－日本の海外農業農村開発協力－

2001 年 10 月発行 A5 版 202 ページ 
日本の海外農業農村開発協力編集委員会編著

（委員長：筒井喗(財)日本農業土木総合研究所） 

目次

Ⅰ．海外農業農村開発協力の必要性

（海外の農業農村を取巻く諸問題、農業農村開発協力の展開

と課題）

Ⅱ．日本の海外農業農村開発協力への取組み

（農業生産基盤への取組み、環境問題への取組み、農村社会

開発、国際的研究・協力、農業分野における国民参加型の

開発協力、日本の農業農村開発協力の仕組み）

Ⅲ．これからの国際農業農村開発協力の展望

（持続可能な農業農村開発に向けてのアプローチ、協力体制

の強化）

Ⅳ．ANNEX 
（海外農業農村開発協力に携わる各機関等、国際協力用語解

説、入門図書案内）

＜内容例＞
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地域環境工学シリーズ 

8.食と環境をまもる水田づくり－新しい水田整備工学－

2002 年 11 月発行  A5 版 195 ページ 
新しい水田整備工学編集委員会編著

（委員長：冨田正彦宇都宮大学教授）

目次

Ⅰ．水田整備のあゆみと課題

 （わが国の水田整備のあゆみ、新しい水田整備の背景）

Ⅱ．水田整備の基礎

 （農地組織、土壌・土層改良、換地、計画）

Ⅲ．大区画化水田整備

（大区画化という課題、大区画化の現状、大区画水田の農地

組織、諸外国の大区画水田等）

Ⅳ．中山間地域の水田整備

（固有の地域条件と水田整備の必要性、中山間地域における

圃場形態の特徴と整備課題等）

Ⅴ．水田の多面的機能の強化と環境の回復

（はじめに、水田圃場整備における生態系の保全、歴史的水

田景観の保全、土・水環境の保全、新たな農村景観の創出）

Ⅵ．土地利用秩序の形成

（土地利用秩序形成の課題、土地利用秩序形成のための換地

手法、農地と宅地の利用調整等）＜内容例＞
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地域環境工学シリーズ 

9.食の安全と地域の豊かさを求めて－新しい畑整備工学－

2004 年 3 月発行  A5 版 178 ページ 
新しい畑整備工学編集委員会編著

（委員長：黒田正治九州共立大学教授）

目次

Ⅰ．わが国の畑作の歴史と特徴

（わが国における畑作の歴史、営農形態別の特徴、畑整備の

現状、国際情勢・社会情勢の変化、中山間地域における畑

整備）

Ⅱ．畑整備の基礎

 （作物と水、畑地基盤と畑作農業、畑地の整備手法）

Ⅲ．畑整備の今後の展開方向

 （畑整備における技術的課題、新たな畑整備の展開）

Ⅳ．畑整備と地域環境管理

（土壌侵食防止、持続的農業のための土管理、畑作と環境保

全、環境との共存をめざした畑作の将来像）

＜内容例＞
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改訂農村計画学 

2003 年 5 月発行  A5 版 283 ページ 
改訂農村計画学編集委員会編著

（委員長：高橋強京都大学教授）

目次

まえがき

第１章 農村の特質と農村計画

 （わが国の農村と計画の背景、農村の特質、農村計画の歴史）

第２章 農村計画の体系と構成

 （農村計画の体系、構成と役割、計画の主体と住民参加）

第３章 土地利用計画

 （土地利用の特徴と課題、土地利用計画の構成等）

第４章 生活環境整備

 （意義と必要性、考え方、計画手法、整備、管理と整備効果）

第５章 農村環境の保全と管理

 （農村環境と資源の循環利用、水環境の保全と創造等）

第６章 中山間地域の活性化

 （現状と課題、新たな期待、活性化対策）

第７章 西欧の農村計画

（オランダ、ドイツ、フランス、イギリス、ＥＵ）

＜内容例＞
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改訂７版農業農村工学ハンドブック 

 

 

 

2010 年 3 月発行  
改訂七版農業農村工学ハンドブック編集委員会編

（委員長：田中忠次東京大学教授）

２分冊

本 編 B5 版 794 ページ 
基礎編 B5 版 446 ページ 

本編
第１部 農業農村工学概説
１．農業農村工学の目的と理念
２．農業土木・農業農村工学史概説
３．農業生産をめぐる状況と事業実施
４．農業生産環境の創造
５．農村環境の創造

第２部 農業農村の整備計画
１．農業農村整備の基本構想
２．農地の開発・整備・保全計画
３．灌漑・排水計画
４．農村環境整備計画
５．農業農村の防災計画
６．事業計画の評価と管理

第３部 設計・施工
１．設計・施工の基本的考え方
２．ダム
３．ため池
４．頭首工
５．地下ダム・地下水工
６．ポンプ場
７．水路工
８．水管理施設
９．圃場整備
10．農道整備 
11．農用地造成・干拓・埋立て 

＜本編内容＞

12．農地保全・防災 
13．農業施設 
14．農業集落排水施設 
15．農村生活環境施設 
16．農村自然環境保全 
17．農村景観 
18．地域エネルギー施設 

第４部 管理
１．農地管理
２．水資源管理
３．環境管理
４．ストックマネジメント
５．管理組織

第５部 事業の執行
１．事業計画の管理
２．施工計画および施工管理
３．工事の施工

第６部 世界の農業農村開発
１．農業農村を取り巻く地球的規模の問題
２．アジアモンスーン地域の農業農村開発
３．乾燥地の農業農村開発
４．わが国の農業農村開発協力
５．国際交流

●改訂６版から新分野の拡充と既存分野の整理・統合

●ストックマネジメント、地域エネルギーなどの新分野を追加

●基礎編は JABEE 教育に沿うように６部構成

●単位は国際単位系（SI）に原則として統一
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基礎編
第１部 数学・情報

１．数学・単位
２．統計
３．数理計画
４．情報科学
５．測量・地理情報

第２部 土
１．土壌・土壌物理
２．地形・地質
３．地盤力学

第３部 水
１．水文
２．水理
３．水質・水処理

＜基礎編内容＞

第４部 基盤
１．構造力学
２．コンクリート工学
３．材料

第５部 農業・環境
１．気象
２．作物・肥料・農薬・畜産
３．微生物
４．生態系保全
５．景観デザイン

第６部 世界の農業農村開発
１．農業農村を取り巻く地球的規模の問題
２．アジアモンスーン地域の農業農村開発
３．乾燥地の農業農村開発
４．わが国の農業農村開発協力
５．国際交流
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改訂５版 農業土木標準用語事典 

2003 年 1 月発行  A5 版 377 ページ 
農業土木標準用語事典編集委員会編

（委員長：田渕俊雄元東京大学教授）

目次

索引、英語索引

1.経済・社会・一般、2.地域計画・総合開発 
3.農村計画・農村整備、4.環境管理・生態系 
5.集落排水、6.農地開発・保全・防災 
7.干拓・海岸保全・浅海開発、8.圃場整備、9.水田灌漑 
10.畑地灌漑、11.排水、12.貯水工、13.取水工 
14.水路工、15.河川工、16.水管理施設、17.農道 
18.数学・統計・数値解析、19.情報処理 
20.測量・GIS、21.栽培・肥料・農業経営、22.水理 
23.水文・気象・水資源、24.土壌・土壌物理 
25.地形・地質、26.土質・基礎、27.構造力学・耐震 
28.材料、29.施工、30.施工機械 
31.ポンプ・ゲート・バルブ、32.エネルギー・電気・動力 
33.農作業用機械、34.農業施設、35.工事施行 
36.法令、37.事業・組織、38.国際協力、39.古語・方言 
SI 単位表、単位の換算表 ＜内容例＞

●改訂４版から社会、環境、情報、法令、事業・組織などの項目で大幅な改訂

●その他の項目についても用語の追加、修正

●収録語は約 500 語を新規追加し、見出し語総数約 3,000 語
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設計基準「頭首工」・「水路トンネル」・「ポンプ場」・「農道」・「パイプライン」 

SI 単位系移行に関する参考資料 

2002 年 3 月発行  A4 版 561 ページ 

目次

１．概要

２．頭首工

（工種・内容および適用基準等、固定堰の安定計算等

可動堰の安定計算）

３．水路トンネル

（工種と内容、支保工計算例、トンネルライニングの構造計

算、支保工の構造計算と支保工の形状、内張管の設計例）

４．ポンプ場

 （工種と内容、吸水槽の構造計算例、吐水槽の構造計算例）

５．農道

 （工種と内容、小規模農道橋、擁壁工、ボックスカルバート）

６．パイプライン

（工種と内容、管体の構造計算例、スラスト力の検討等）

設計基準等における SI 単位系移行の当面の取扱い 
（頭首工、水路トンネル、ポンプ場、農道、パイプライン

水路工、電気設備計画設計技術指針（高低圧編））

＜内容例＞

●平成 11 年（1999 年）10 月以降 SI 単位系に完全移行したことから、各設計基準で主に用いら

れている具体的設計計算例を SI 単位を用いて示し、設計の一助とする

●参考に、「設計基準等における SI 単位系移行の当面の取扱い」（平成 11 年 4 月農林水産省設計

課企画調整室長通知）の本文を添付
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水土を拓いた人びと 

1999 年 8 月発行  B5 版 448 ページ 
「水土を拓いた人びと」編集委員会編

（委員長：丸山利輔石川県農業短期大学学長）

社団法人 農山漁村文化協会発行

北海道 水利団体創始の人、泉麟太郎

北海道 幌向原野開拓の祖、辻村直四郎

北海道 水田造成事業の先駆者、青木利一

青森県 三本木開拓の祖、新渡戸傳

岩手県 和賀平野を美田に変えた奥寺八左衛門定恒

岩手県 寿安堰の開削を計画・実行した後藤寿安

宮城県 取水堰改築と耕地整理に尽力した熱海孫十郎

宮城県 川村孫兵衛重吉の偉業、貞山堀の開削と北上川の改修

秋田県 温水路を考案し実践した指導者、佐々木順次郎

秋田県 秋田藩第一の開拓事業家、渡部斧松

山形県 大堰を開削し荒野を開拓・変貌させた北館大学助利長

福島県 安積疏水を開設したファン・ドールン

福島県 動力排水による美田を夢みて八沢浦干拓に情熱を

傾けた山田貞策

茨城県 永田茂衛門父子による水戸藩の水利開発

茨城県 谷原領干拓と伊那半十郎忠治

栃木県 那須疏水の開削と二人の先達、印南丈作・矢板武

群馬県 豊かな水田目指し水路開削に全力をあげた大谷休泊

埼玉県 紀州流土木技術の始祖、井沢弥惣兵衛為永

千葉県 理想の村づくりを実践した大原幽学

東京都 玉川上水を計画・立案し完成に導いた玉川兄弟

神奈川県 畑地を水田に変えた荻窪用水の開削功労者、川口広蔵

新潟県 広範な地域を豊かな水で潤す福島江の開祖、

桑原久右ヱ門

新潟県 中江用水を開発した小栗美作

富山県 庄川用水合口事業を推進した根尾宗四郎

富山県 農村の総合整備を推進した藤井十三郎と耕地整理

石川県 手取川七ヶ用水の祖、枝権兵衛

福井県 官民一体となって地域開発を成功させた渡辺泉龍

山梨県 徳島堰を開削した恩人、徳島兵左衛門と矢崎又右衛門

山梨県 治水・利水に大きな足跡を残した“郷土の英雄”

武田信玄

長野県 坂本養川と諏訪地方の用水体系の再編成

長野県 田を拓き村をつくった市川五郎兵衛

岐阜県 喜田吉右衛門など三人が私財を投じて開削、美濃を

代表する曽代用水

岐阜県 各務用水を開削した横山忠三郎など三偉人の先見性

静岡県 卓越した技術で深良用水を完成させた友野与右衛門

静岡県 豊富な水を利用し“暴れ天竜”を清流に変えた金原明善

愛知県 新田開発ブームをつくった徳川義直と入鹿六人衆

愛知県 都築弥厚が計画した明治用水

愛知県 濃尾平野干拓の功労者、津金文左衛門

三重県 紀州藩を動かして立梅用水を開設した西村彦左衛門

滋賀県 日本で初めて農業用ダムをつくった大橋源太郎

京都府 沃野を養う農民の命水、綾部井堰を守り続けた近藤勝由

大阪府 大和川付け替え事業の功労者、中甚兵衛

●ふるさとの先達たちが国土を築いてきた業績を整理

●都道府県単位及び全国的に活躍した人びと７０名を紹介

●地域史や郷土学習の副読本として利用できる内容
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＜内容例＞ 

兵庫県  加古川から取水する新井用水を開削した今里傳兵衛

奈良県  営農技術の総合コンサルタント中村直三

和歌山県 農業土木の先達として活躍、数々の用水を開削した大畑

才蔵

鳥取県 豪農吉持家と佐野川用水

島根県 河川を開削、防風林の植林・・・出雲平野を拓いた大梶

七兵衛

岡山県  独力で干拓事業に取り組んだ児島湾干拓の父、

藤田伝三郎

岡山県 備前の水土を培った土木巧者津田永忠による新田開発

広島県 農業用水だけでなく環境にも役立つ小野池を築造した

黒川三郎左衛門

山口県 長州藩の干拓を請け負い新田を開作した小川権兵衛

徳島県 袋井用水の創設者、楠藤吉左衛門

徳島県 稲作への転換を目指した吉野川中下流用水の先駆者、

井内恭太郎

香川県 「讃岐の禹王」とたたえられている西嶋八兵衛

香川県 日本最初のマルチプルアーチダム豊稔池の築造と

加治茂次郎

愛媛県  道後平野の礎をつくった足立重信による重信川・石手川

の付け替え

高知県  土佐藩の新田開発に尽力した野中兼山と小倉小介・三省

父子

福岡県 五人の庄屋が命をかけた筑後川からの取水事業

佐賀県 佐賀農業の礎を築いた成富兵庫茂安

長崎県 県下有数の米どころを育てた干拓の父、大崎連

熊本県 現在の暗渠排水技術に生きる冨田甚平の暗渠排水法

熊本県 吹上台メガネ橋（通潤橋）を築造した布田保之助と

石工橋本勘五郎

大分県 明正井路開削における矢島義一の業績

大分県 畑作地帯を有数の米どころに変えた垣田幾馬

宮崎県 私財を投げうち、杉安井堰をつくった児玉久右衛門

宮崎県 農民の神様となった家老藤江監物

鹿児島県 大野原台地へ水を引く夢を抱き続け新田開発に力を

そそいだ山田昌厳

鹿児島県 シラス台地の開田（水田化）、野井倉甚兵衛の業績

沖縄県  蔡温による羽地大川の改修

香川県・大阪府 農業土木事業に社会事業として取り組んだ空海

と行基

全 国  東廻り・西廻りの海航を開いた河村瑞賢の最後の取組み

「畿内治水」

全 国  宇宙と人類の協和をはかりつつ治山治水事業を推進した

熊沢蕃山

関東・東北 農民の自主性を引き出し用水路改修・荒地開墾に取

り組んだ二宮尊徳

全 国 お雇い外国人とわが国農業土木事業への貢献
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水土を拓く－知の連環－ 

2009 年 8 月発行  B5 版 358 ページ 
「水土を拓く」編集委員会編

（委員長：三野徹京都大学名誉教授）

社団法人 農山漁村文化協会発行

目次

まえがき

第１部 水土のまほろば

「水土の知」の地平を探る

対談「水土の知」の多様性を稲作文化から考える

第２部 水土を拓く知－連携を読み解く

水土を拓く知の連環

１．見極めること

（生きるための水条件、水の量、生きる拠り所、土地の選定

住む場所、環境の認識等）

２．使い尽くすこと

（使える量を増やす、使う範囲を広げる、面積の拡大、潜在

的な能力の発現、資源化ということ、等）

３．見定めること

（水不足、過剰、土地生産性、労働生産性、活力、

環境・資源等）

４．大事にすること

（施設を動かす、組織を動かす、面積の確保、生産性の持続

ひと、自然環境等）

５．見試すこと

（リスクの管理、変動への対応）

６．見通すこと

（将来展望、予測技術、食料の確保、環境の見通し等）

７．仲良くすること

（共同による安定、牽制から秩序へ、農地の再編、農地規範

助け合い・相互扶助、国民の共有財産としての農村等）

第３部 時代をこえて－地域編

根釧地域－原野から酪農の村へ

安積疏水－都市郡山の礎を築く

見沼代用水－水がとりなす低地と台地

亀田郷（新潟平野）－芦沼から穀倉地帯へ

愛知用水－木曽川の水を知多半島に

湖東平野－マザーレイク琵琶湖と歩む

讃岐平野－ため池が拓く平野と未来

●古代国家成立（飛鳥時代）から近代までの歴史的歩みを軸に、各地の農業の展開と国土の開発

について、地域固有の水・土・里を７つの視点から整理

●日本の国土のかたちを見極め、将来を見通す
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＜内容例＞
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資格試験のための農業農村工学必携 

 

2012 年 6 月発行  B5 版 540 ページ 
資格試験テキスト編集委員会編

（委員長：宮元均土地改良測量設計技術協会専務理事）

●改訂７版農業農村工学ハンドブックを再編集したコンパクト版

●資格試験に挑戦する人にとっては農業農村工学の全容を短期間で確認できるテキスト

●大学生にとっては教科書として利用できる

本編 第１部 農業農村工学概説
１．農業農村工学の目的と理念
２．農業土木・農業農村工学史概説
３．農業生産をめぐる状況と事業実施
４．農業生産環境の創造
５．農村環境の創造

本編 第２部 農業農村の整備計画
１．農業農村整備の基本構想
２．農地の開発・整備・保全計画
３．灌漑・排水計画
４．農村環境整備計画
５．農業農村の防災計画
６．事業計画の評価と管理
確認テスト

本編 第３部 設計・施工
１．設計・施工の基本的考え方
２．ダム
３．ため池
４．頭首工
５．地下ダム・地下水工
６．ポンプ場
７．水路工
８．水管理施設
９．圃場整備
10．農道整備 
11．農用地造成・干拓・埋立て 

12．農地保全・防災 
13．農業施設 
14．農業集落排水施設 
15．農村生活環境施設 
16．農村自然環境保全 
17．農村景観 
18．地域エネルギー施設 
確認テスト

本編 第４部 管理
１．農地管理
２．水資源管理
３．環境管理
４．ストックマネジメント
５．管理組織
確認テスト

本編 第５部 事業の執行
１．事業計画の管理
２．施工計画および施工管理
３．工事の施工
確認テスト

本編 第６部 世界の農業農村開発
１．農業農村を取り巻く地球的規模の問題
２．アジアモンスーン地域の農業農村開発
３．乾燥地の農業農村開発
４．わが国の農業農村開発協力
５．国際交流
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＜内容例＞

基礎編 第１部 数学・情報
１．数学・単位
２．統計
３．数理計画
４．情報科学
５．測量・地理情報
確認テスト

基礎編 第２部 土
１．土壌・土壌物理
２．地形・地質
３．地盤力学
確認テスト

基礎編 第３部 水
１．水文
２．水理
３．水質・水処理
確認テスト

基礎編 第４部 基盤
１．構造力学
２．コンクリート工学
３．材料
確認テスト

基礎編 第５部 農業・環境
１．気象
２．作物・肥料・農薬・畜産
３．微生物
４．生態系保全
５．景観デザイン

基礎編 第６部 世界の農業農村開発
１．農業農村を取り巻く地球的規模の問題
２．アジアモンスーン地域の農業農村開発
３．乾燥地の農業農村開発
４．わが国の農業農村開発協力
５．国際交流

付録
１．大学教育
２．技術者教育
３．技術者継続教育
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農業土木学会 地方講習会テキスト 

平成 14 年度 

平成 16 年度 

A4 版 135 ページ 
課題：土地改良事業計画設計基準・計画「農道」の解説と

農業土木技術者倫理と農業土木技術者継続教育

内容

１ 農道の交通安全と維持管理

２ 農道の交通量調査

３ 農道計画における経済調査と事業計画の評価

４ 農道計画における周辺環境調査

５ 土地改良事業計画設計基準・計画「農道」の改定に

ついて

６ 農業土木技術者倫理規程について

７ 技術者倫理教育について

８ 農業土木技術者継続教育の状況

９ 継続教育の評価について

A4 版 135 ページ 
課題：土地改良事業計画設計基準・計画「農地地すべり防

止対策」改訂の解説・「土地改良施設耐震設計の手引き」

の解説・環境との調和に配慮した事業実施のための調

査計画・設計の手引き（第３編）「ほ場整備水田・畑」

内容

１ 土地改良事業計画設計基準・計画「農地地すべり防止

対策」改訂の解説

１）土地改良事業計画設計基準・計画「農地地すべり防

止対策」改訂について

 ２）農地地すべり防止対策のための調査

２ 「土地改良施設 耐震設計の手引き」の解説

 「耐震設計の工種別・標準設計」の事例について

３ 環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画・

設計の手引き（第３編）「ほ場整備水田・畑」の解説
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農業土木学会 地方講習会テキスト 

平成 17 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A4 版 85 ページ 
課題：土地改良事業計画設計基準・計画「排水」改定の解

説・「土地改良事業計画設計基準・設計「農道」改定の

解説・新たな食料・農業・農村基本計画の解説 
 
内容 
１ 土地改良事業計画設計基準・計画「排水」改定の解説 
 １）土地改良事業計画設計基準・計画「排水」の改定に

ついて 
 ２）洪水解析手法について 
２ 土地改良事業計画設計基準・設計「農道」改定の解説 
 １）土地改良事業計画設計基準・設計「農道」の改定に

ついて 
 ２）設計基準「農道」改定における論点と配慮事項につ

いて 
３ 新たな食料・農業・農村基本計画の解説 
 １）新たな食料・農業・農村基本計画と農政改革の推進 
 ２）農地・農業用水等の資源保全施策の構築に向けて 

 

A4 版 117 ページ 

 

内容 
１ 土地改良事業計画設計基準・設計「ポンプ場」改定の解

説 
 １）土地改良事業計画設計基準・設計「ポンプ場」の改定

について 
 ２）ポンプ場と新技術 
２ 土地改良事業設計指針「ため池整備」の解説 
 １）土地改良事業設計指針「ため池整備」の改訂について

 ２）土地改良事業設計指針「ため池整備」の主な改訂内容

について 
３ 農業農村整備事業における「アスベスト（石綿）対応マ

ニュアル制定」の解説 
 １）農業農村整備事業における「アスベスト（石綿）対応

マニュアル」の解説 
 ２）「石綿ばく露防止対策対応マニュアル」石綿セメント

管の除去作業について 

４ 「環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画・

設計の技術指針」の解説 

５ 「農業農村整備事業における景観配慮の手引き」の解説
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農業農村工学会 地方講習会テキスト 

平成 20 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A4 版 80 ページ 

 

内容 
１ 土地改良事業計画設計基準・設計「頭首工」の解説 
 １）土地改良事業計画設計基準・設計「頭首工」改訂の

要点 
 ２）土地改良事業計画設計基準・設計「頭首工」の改訂

について 
２ 土地改良事業計画設計基準の最近の動向 

３ 土地改良施設管理基準－排水機場編－の改訂 

A4 版 82 ページ 

 

内容 
１ 土地改良事業計画設計基準・計画「農業用水（水田）」

２ 農村環境の広域的な保全に向けた構想づくりガイドブ

ックの策定 

３ 「農業水利施設の機能保全の手引き（開水路・頭首工）」

の策定について 
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農業農村工学会 地方講習会テキスト 

平成 23 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A4 版 40 ページ 

 

内容 
「農業水利施設の長寿命化のための手引きについて 
１ 新たな食料・農業・農村基本計画を踏まえたストック

マネージメントへの取組 
２ 農業水利施設の機能保全の手引き 

３ 農業水利施設の長寿命化技術の体系化に向けた取組 

A4 版 31 ページ 

 

内容 
「土地改良施設管理基準－頭首工編－」の改定 
土地改良施設管理基準とは 
１ 土地改良施設管理基準の位置付け 
２ 土地改良施設管理基準「頭首工編」の概要 
３ 土地改良施設管理基準「頭首工編」の改定経緯 
４ 土地改良施設管理基準「頭首工編」の改定項目 

～参考資料～ 
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図書の購入方法について 

 

Ⅰ．個人,法人（賛助会員を除く）の場合  

下記のいずれかの方法による代金先払いでお願いします。入金確認後に図書を発送いたします。または代

金引換をご利用ください。お電話によるご注文は受け付けておりません。 

①郵便振替 郵便局の払込取扱票（青枠）の通信欄に図書名・冊数・会員番号（会員のみ）・送付先・連絡

先をご記入ください。 

口座記号番号：00160-8-47993   加入者名：公益社団法人農業農村工学会 

・控えを FAX 等でお送りいただく必要はありません。 

②現金書留 図書代金に, 図書名・冊数・会員番号（会員のみ）・送付先・連絡先を記載した図書注文書

（書式任意）を添えて農業農村工学会図書係宛にお送りください。 

③代金引換 図書名・冊数・会員番号（会員のみ）・送付先・連絡先を記載した図書注文書（書式任意）に

「代引希望」とご記入のうえ FAX か E-mail でお送りください。別途、代引手数料（390 円～）が

かかりますのでご了承願います。 

※一括納品かつ一括送金で,同一図書を 10 冊以上ご購入の場合は図書代金が５％引になります。 

 

Ⅱ．官公庁の公費購入および賛助会員の場合 

図書名・冊数・送付先・担当者連絡先を書いた注文書を FAX か E-mail でお送りください。お電話によるご注

文は受け付けておりません。エクセル形式の注文書は下記 URL からダウンロードできます。 

http://www.jsidre.or.jp/book/howto/sanjyo.htm 

 

＜申込先＞ 公益社団法人農業農村工学会 図書係 

〒105-0004 東京都港区新橋 5-34-4 農業土木会館 3 階 

Fax 03-3435-8494 E-mail suido@jsidre.or.jp 
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